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イノーの生き物たち（タッチプール）

「イノー」サンゴ礁に囲まれた浅い海　展示数40種

▲タッチプール
▲イノーの生き物に触れてみる

市町村支援事業検討会議について�［総務部］

「金融庁電子申請・届出システム」の運用開始�［財務部］

「平成14年度食料品消費モニター懇談会」を開催�［農林水産部］

「発明の日子どもフェア」開催�［経済産業部］

公共交通機関利用促進検討委員会の報告�［開発建設部］

インバウンド・セミナーの開催�［運輸部］

随筆・提言

幹部の就任／お知らせ

飼育係による解説▲

［表紙解説］

「ゴーヤー（ニガウリ）」

　沖縄では「ゴーヤー」と呼ばれるウリ科植物で、

和名を「ツルレイシ」といいます。

　沖縄で現在栽培されている主な品種は「アバ

シー」、「中長（ちゅうなが）」、「群星（むるぶし）」、「汐

風（しおかぜ）」の４つで、沖縄ゴーヤーの４大品種

です。このうち「群星」及び「汐風」は管理栽培が行

われているため沖縄でしか生産されていません。

　ゴーヤーにはビタミンＣをはじめとする様々な成分が多く含まれており、

夏バテ防止の特効薬として知られていますが、最近では血糖値や血圧を下

げたり、動脈硬化を防ぐ作用も確認されつつあり、ゴーヤーの健康機能が

関心を集め、出荷量も近年増加しています。

　５月８日は、ゴーヤーの季節の到来をお知らせする意味もあり、沖縄県

と経済連が平成９年から「ゴーヤーの日」と制定しました。

特集特集

日本テレビ那覇支局長　加�藤�高�広

沖縄国際大学総合文化学部
人間福祉学科　教授　

局の動き［財務部］

［財務部］

［農林水産部］

［経済産業部］

［開発建設部］

［運輸部］
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寿
命
は
遺
伝
因
子
と
環
境
因
子
の
相

互
作
用
と
統
合
作
用
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
し
か
し
、
遺
伝
因
子
は
遺
伝
形
質

を
百
％
規
定
通
り
発
現
さ
せ
る
も
の
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
超
高
齢
の
最
た

る
百
寿
で
さ
え
も
環
境
因
子
が
よ
り
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
環
境
因
子

の
中
で
は
自
然
環
境
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
環
境
因

子
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
沖
縄
の

長
寿
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
抽
出

さ
れ
た
長
寿
の
秘
訣
の
大
き
な
柱
と
し

て
食
文
化
、
職
業
を
含
め
た
身
体
活

動
、
精
神
衛
生
や
社
会
心
理
に
関
与
す

る
民
俗
文
化
の
三
因
子
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
栄
養
学
と
い
う
の
を
避
け

て
、
あ
え
て
�
食
文
化
�
と
強
調
し
た

の
は
、
単
に
栄
養
学
や
食
品
化
学
の
分

析
だ
け
で
は
な
く
、
調
理
や
食
行
動
と

い
う
よ
う
な
食
習
慣
に
主
眼
が
お
か
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
沖
縄
百
寿

者
の
栄
養
摂
取
量
の
調
査
結
果
、
百
才

現
在
の
栄
養
摂
取
量
は
平
均
し
て
男
性

千
四
百
七
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
女
性
千
九

十
六
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
少
な
い
点
が
あ

げ
ら
れ
る
。
腹
八
分
が
長
寿
を
も
た
ら

す
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
長
寿
を
も
た
ら
す
要
因
は
百
歳

現
在
の
栄
養
状
態
で
は
な
く
、
過
去
の

若
年
期
や
壮
中
年
期
の
栄
養
摂
取
状
況

に
あ
る
。

　

栄
養
素
の
中
で
も
殊
に
重
要
な
の
は

蛋
白
質
で
あ
る
。
蛋
白
質
は
重
要
臓
器

の
代
謝
・
再
生
に
重
要
で
あ
る
し
、
免

疫
機
能
を
賦
活
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
。
明
治
時
代
ま
で
の
低
寿
命
や
発
展

途
上
国
の
低
寿
命
は
ま
さ
に
低
蛋
白
栄

養
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
百
寿
者
と
い

え
ど
も
蛋
白
質
の
充
分
な
摂
取
は
必
要

で
あ
る
。
一
方
今
日
は
過
剰
摂
取
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
現
在

の
和
食
が
適
当
な
摂
取
量
で
あ
り
、
特

に
沖
縄
の
百
寿
者
の
蛋
白
質
の
摂
取
量

は
至
適
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

沖
縄
で
は
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・

乳
癌
・
卵
巣
癌
・
前
立
腺
癌
・
大
腸
癌

が
殊
に
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
沖
縄
の

日
常
食
が
貢
献
し
て
い
る
と
い
わ
れ
注

目
を
浴
び
て
い
る
。
ビ
タ
ミ
ン
や
サ
ポ

ニ
ン
を
多
く
含
む
ゴ
ー
ヤ
ー
（
苦
瓜
）

と
、
良
質
ア
ミ
ノ
酸
を
多
く
含
む
豆
腐

を
食
材
と
す
る
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
が
そ
の
よ
い
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
沖
縄
で
は
豆
腐
を
は
じ
め
と
す
る

大
豆
の
消
費
量
が
極
め
て
高
い
。
し
か

も
沖
縄
の
ゆ
し
豆
腐
等
の
大
豆
食
品
は

イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
大
量
に
含
ん
で
い

て
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ダ
イ
ゼ

イ
ン
や
ゲ
ニ
ス
テ
ン
や
エ
ク
オ
ル
な
ど

は
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
低
下
さ

せ
る
一
方
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
高
め
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
中
で
フ
ァ
イ
ト

エ
ス
ト
ロ
ジ
ェ
ン
は
、
構
造
が
女
性
ホ

ル
モ
ン
に
近
く
、
ホ
ル
モ
ン
レ
セ
プ
タ

を
介
し
て
競
合
し
、
乳
癌
や
前
立
腺
癌

の
発
症
を
抑
制
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
前
立
腺
癌
は
大
豆
食
品
の
少
な
い

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
住
民
で
世
界
一
多

く
、
逆
に
、
豆
腐
や
納
豆
の
大
豆
食
品

の
高
い
日
本
で
は
極
め
て
少
な
い
。
両

者
の
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
血
漿
濃
度
を
測

る
と
日
本
人
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の

七
〜
百
十
倍
に
も
な
っ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　

沖
縄
の
長
寿
の
食
文
化
の
要
因
と
し

て
、
調
理
法
に
一
つ
の
こ
つ
が
あ
る
こ

と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
足
テ

ビ
チ
で
も
伝
統
的
調
理
法
に
よ
っ
て
調

理
さ
れ
た
場
合
に
は
肉
塊
の
中
に
は
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
除
か
れ
て
、
必

要
要
素
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
赤
肉
と
エ
ラ

ス
チ
ン
や
ゼ
ラ
チ
ン
が
残
る
の
み
で
あ

る
。
ま
た
食
事
の
量
だ
け
で
は
な
く
、

食
事
の
時
間
、
回
数
、
規
則
性
や
食
事

の
摂
り
方
や
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
回
避
し
て
活
性

酸
素
を
日
常
生
活
か
ら
除
去
す
る
よ
う

な
生
活
習
慣
な
ど
の
食
事
の
ス
テ
ー
タ

ス
も
理
想
的
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
の

食
文
化
が
長
寿
を
も
た
ら
し
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

長
寿
で
も
超
長
寿
に
な
る
ほ
ど
に
遺

伝
因
子
が
大
き
く
作
用
す
る
。
し
か

し
、
規
定
さ
れ
て
い
る
遺
伝
形
式
が
環

境
因
子
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
た
り
、
発

現
し
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
環
境
因
子
の
中
で
は
殊

に
栄
養
が
重
要
な
因
子
で
あ
り
、
遺
伝

因
子
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
リ
ン
パ

球
Ｔ
細
胞
の
機
能
を
も
変
え
る
こ
と
も

発
表
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
の
長
寿
現
象

に
は
伝
統
的
な
食
習
慣
の
中
に
そ
の
秘

密
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。



沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構

想
の
位
置
付
け

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構
想

は
、
沖
縄
に
自
然
科
学
系
の
世
界
最
高

水
準
（B

e
st
in
th
e
w
o
rld

）
の
研
究
・

教
育
水
準
を
有
す
る
新
た
な
大
学
院
大

学
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
二

〇
〇
一
年
六
月
に
当
時
の
尾
身
幸
次
沖

縄
北
方
対
策
担
当
大
臣
・
科
学
技
術
政

策
担
当
大
臣
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
構
想
が
ね
ら
い
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
次
の
二
点
で
す
。

　

第
一
の
ね
ら
い
は
、
沖
縄
の
経
済
発

展
へ
の
貢
献
で
す
。
沖
縄
に
お
い
て

は
、
復
帰
以
来
三
十
年
の
間
に
三
次
に

わ
た
る
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
い
て
、

総
額
約
七
兆
円
の
国
費
を
投
入
し
て
、

沖
縄
の
振
興
開
発
の
た
め
の
諸
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

施
設
整
備
面
を
中
心
に
、
次
第
に
本
土

と
の
格
差
が
縮
小
す
る
な
ど
、
着
実
に

そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
失
業
率
が
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
な
ど
、
沖
縄
に
は
経

済
面
を
中
心
に
な
お
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
克
服
の
た
め
に

は
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
に
よ
る
自

立
型
経
済
の
構
築
が
必
要
で
す
。
今
後

の
沖
縄
の
産
業
構
造
を
展
望
す
れ
ば
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
だ
け
で
な
く
、

バ
イ
オ
技
術
、
情
報
技
術
と
い
っ
た
科

学
技
術
に
支
え
ら
れ
た

知
識
集
約
型
産
業
の
発

展
が
重
要
で
す
。

　

以
上
の
状
況
を
背
景

と
し
て
、
世
界
最
高
水

準
の
研
究
・
教
育
を
行

う
大
学
を
核
に
、
ハ
イ

テ
ク
関
係
の
研
究
機

関
・
民
間
企
業
を
集
積

さ
せ
て
先
端
的
・
知
的
・

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形

成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
本
構
想
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
本
構
想
に

関
し
て
は
、
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
に
お
い

て
、「
国
及
び
地
方
公

共
団
体
は
、
沖
縄
に
お

い
て
、
国
際
的
に
卓
越

し
た
教
育
研
究
を
行
う

大
学
院
を
置
く
大
学
そ

の
他
の
教
育
研
究
機
関

の
整
備
、
充
実
等
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
的
視
点
に
立
っ
た
科
学

技
術
の
水
準
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。」（
第
八
十
五
条
第
二
項
）
と
規

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
振
興
計
画

に
お
け
る
振
興
施
策
の
大
き
な
柱
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
ね
ら
い
は
、
日
本
、
そ
し
て
世

界
の
科
学
技
術
の
発
展
へ
の
貢
献
で
す
。

　

現
在
、
知
識
創
造
の
拠
点
で
あ
る
大

学
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
流
れ
の
な

か
で
、
国
境
を
越
え
て
活
動
し
、
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
入
っ
て

お
り
、
国
際
的
な
研
究
・
教
育
環
境
を

形
成
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
学
術
界
で
は
、
既
存
の
学
問

分
野
を
統
合
し
て
生
命
現
象
を
総
合
的

に
把
握
し
、
応
用
す
る
た
め
の
科
学
技

術
が
今
後
、
急
速
に
発
展
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
科
学

技
術
に
集
中
的
に
取
り
組
む
拠
点
が
、

特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
構
想
は
、
こ
れ
ら
の
科
学
技
術
・

学
術
振
興
上
の
要
請
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
を
日

本
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
た
検

討
体
制

　

こ
の
構
想
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

国
内
外
の
卓
越
し
た
大
学
・
研
究
機
関

の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
知
見
を
取
り
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入
れ
る
た
め
に
、
有
馬
朗
人
参
議
院
議

員
（
元
東
京
大
学
総
長
）
を
は
じ
め
と

す
る
国
内
の
著
名
な
有
識
者
か
ら
な
る

構
想
検
討
会
と
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
フ

リ
ー
ド
マ
ン
博
士
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
教
授
、
一
九
九
〇
年
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）、
シ
ド
ニ
ー
・
ブ

レ
ナ
ー
博
士
（
ソ
ー
ク
研
究
所
教
授
、

二
〇
〇
二
年
度
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
受
賞
）
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
の

一
流
の
科
学
者
な
ど
か
ら
な
る
国
際
顧

問
会
議
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

国
際
顧
問
会
議
に
つ
い
て
は
、
第
一

回
会
合
及
び
第
三
回
会
合
を
米
国
西
海

岸
、
第
二
回
会
合
を
沖
縄
で
開
催
し
て

き
て
お
り
、
大
学
院
大
学
の
研
究
・
教

育
分
野
、
組
織
体
制
及
び
施
設
・
設
備
、

教
職
員
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
環
境
の

あ
り
方
、
学
長
や
教
官
の
リ
ク
ル
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
開
学
ま
で
の
準
備
な

ど
様
々
な
面
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
ご
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
、
第
三
回
会

合
に
お
い
て
は
、
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
、
組
織
の
検
討
等
構
想

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
に
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
博
士
を
議
長
、

シ
ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
博
士
を
副
議
長

と
す
る
評
議
会
を
早
期
に
設
置
す
る
こ

と
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

構
想
の
概
要

　
　

五
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

（1）
　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
つ
く

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
、
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
次
の
五
つ
の
事
項
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

○1
�

世
界
最
高
水
準　(B

est
in
th
e
w
orld
)

　

世
界
最
高
の
人
材
を
集
め
、
一
流
の

研
究
・
教
育
を
行
う
。

○2
�

国
際
性　(In

te
rn
a
tio
n
a
l)

　

本
大
学
院
大
学
で
は
、
講
義
や
大
学

内
の
会
議
、
連
絡
、
事
務
文
書
な
ど
に

つ
い
て
、
す
べ
て
英
語
を
共
通
語
と
す

る
。
ま
た
、
学
長
を
外
国
人
に
す
る
と

と
も
に
、
教
授
や
学
生
に
つ
い
て
も
半

分
以
上
を
外
国
人
と
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

○3
�

柔
軟
性　(fle
x
ib
le
)

　

一
流
の
研
究
・
教
育
体
制
及
び
環
境

を
構
築
、
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
す
べ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
柔
軟

な
経
営
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
国
設

民
営
と
で
も
い
う
べ
き
設
置
形
態
を
と

り
、
政
府
が
十
分
な
資
金
を
提
供
す
る

が
、
経
営
は
民
間
に
任
せ
て
干
渉
し
な

い
と
い
う
体
制
を
構
築
す
る
。

○4
�

世
界
的
連
携(G

lo
b
a
l
N
e
tw
o
rk
)

　

世
界
の
一
流
の
大
学
や
研
究
機
関
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
共
同
研

究
や
情
報
交
換
な
ど
の
研
究
協
力
、
単

位
互
換
や
学
位
の
相
互
承
認
な
ど
に
よ

る
教
育
交
流
を
行
う
。

○5
�

産
学
連
携　(C

o
lla
b
o
ra
tio
n
w
ith

In
d
u
stry
)

　

本
大
学
院
大
学
の
敷
地
又
は
そ
の
近

隣
に
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク
を
作
り
、
世

界
中
の
企
業
の
研
究
所
や
事
業
所
、
ハ

イ
テ
ク
関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
地

を
促
す
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
中
心
と
し
て
本
大
学
院
大
学
と

国
内
外
の
産
業
界
が
強
い
連
携
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

○
研
究
成
果
の
特
許
化
支
援
を
行
う

T
e
c
h
n
o
lo
g
y
L
ic
e
n
sin
g
O
rg
a
-

n
iza
tio
n
(T
L
O
)

の
機
能
を
こ
の
大

学
院
大
学
に
設
け
る
と
と
も
に
、
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
研
究
成
果
の

産
業
化
を
総
合
的
に
支
援
す
る
専
任

の
部
局
を
設
け
る
。

○
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
か
ら
の

ス
ピ
ン
オ
フ
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

業
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
や
施
設

を
整
備
・
構
築
す
る
。

○
企
業
人
の
理
事
会
へ
の
起
用
、
産
業

界
と
の
協
議
組
織
の
創
設
な
ど
を
通

じ
て
開
学
当
初
か
ら
産
業
界
と
の
協

力
関
係
の
構
築
に
努
め
る
。

○
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
（
大
学
教
員
）
の
業
績

評
価
に
お
い
て
も
、
論
文
評
価
の
み

な
ら
ず
、
企
業
と
の
共
同
・
受
託
研
究

や
特
許
取
得
の
実
績
等
産
学
官
連
携

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。

○
基
金
や
施
設
の
寄
付
、
寄
付
講
座
の

設
置
な
ど
企
業
側
の
積
極
的
協
力
を

求
め
る
。

　
　

研
究
・
教
育
分
野
と
規
模

（2）
　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
は
、
現
時
点
で
は
、
第

１
図
に
示
す
よ
う
な
、
「
生
命
シ
ス
テ

ム(B
io
-
sy
ste
m
s)

」
を
中
心
的
課
題
と

し
、
物
理
学
、
化
学
、
計
算
科
学
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
融
合
し
た
領

域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
最

近
、
こ
の
よ
う
な
分
野
に
つ
い
て
科
学

の
発
展
と
技
術
革
新
を
生
み
出
す
大
き

な
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
大
学
院
大
学
の
規
模
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
教

授
陣
二
百
人
、
技
術
・
事
務
職
員
三
百�

人
、
学
生
五
百
人
程
度
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
上
記
の
よ
う
な
分

野
で
世
界
最
高
水
準
の
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
、
生
物
学
、
物
理
学
、
化
学
、

数
学
、
計
算
科
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
つ
い
て
一
流
の
教
授
、
学
生
が

集
め
ら
れ
、
独
立
し
て
研
究
・
教
育
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考

慮
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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さ
ら
に
、
本
大
学
院
大
学
の
設
置
、

運
営
の
た
め
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
国
内
外
の
大

学
の
建
設
、
運
営
コ
ス
ト
の
実
績
を
参

考
に
し
て
、
上
記
の
規
模
を
前
提
と
し

て
、
建
設
費
が
八
百
億
円
、
年
間
運
営

費
が
二
百
億
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
定
地
を
恩
納
村
に
決
定

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置

予
定
地
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
各
市

町
村
か
ら
多
数
の
誘
致
要
請
が
あ
り
、

沖
縄
県
に
お
い
て
候
補
地
の
絞
り
込
み

を
行
い
、
平
成
十
四
年
十
二
月
四
日

に
、
国
に
対
し
、「
糸
満
市
」「
恩
納
村
」

「
北
中
城
村
」
の
三
候
補
地
の
推
薦
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
候
補
地
で

あ
り
、
関
係
者
の
方
々
の
熱
心
な
誘
致

の
ご
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
選
考
に
あ
た
っ
て
は

「
世
界
最
高
水
準
の
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
適

切
な
敷
地
を
選
定
す
る
」
と
の
考
え
の

も
と
、
国
際
顧
問
会
議
や
構
想
検
討
会

で
の
議
論
や
構
想
検
討
会
委
員
に
よ
る

現
地
視
察
、
ま
た
、
敷
地
利
用
可
能
性

や
所
要
造
成
費
等
に
関
す
る
学
識
経
験

者
や
沖
縄
総
合
事
務
局
等
専
門
家
に
よ

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
三
月
十
日

の
構
想
検
討
会
に
お
い
て
、「
本
大
学

院
大
学
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
五

十
年
、
百
年
と
い
う
長
期
的
観
点
か
ら

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
沖
縄
ら
し
い
場

所
が
望
ま
し
い
。
そ
の
場
合
、
樹
木
の

多
い
緑
の
多
い
中
に
建
物
が
見
え
隠
れ

す
る
よ
う
な
環
境
が
望
ま
し
い
。」と
い

う
意
見
が
大
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
意
見
等
も
参
考
に
総
合
的

な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
恩
納
村
の
候

補
地
が
、
広
大
な
緑
に
囲
ま
れ
、
沖
縄

ら
し
い
海
を
望
む
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
候
補
地
で
あ
り
、
ま
さ
に
世
界
最

高
水
準
の
大
学
院
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い

優
れ
た
研
究
環
境
を
提
供
で
き
る
点
や

十
分
な
面
積
を
有
し
、
将
来
の
発
展
性

に
富
ん
で
い
る
点
、
更
に
は
、
全
体
の

９
割
近
く
を
占
め
る
村
有
地
に
つ
い
て

無
償
提
供
の
申
し
出
が
あ
る
点
な
ど
を

総
合
的
に
評
価
し
、
平
成
十
五
年
四
月

十
一
日
に
、
今
後
「
恩
納
村
」
を
本
大

学
院
大
学
の
設
置
予
定
地
と
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
施
設
計
画
を
は
じ
め
と
す

る
本
大
学
院
大
学
の
全
体
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
計
画
等
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
恩
納
村
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
赤
土
対
策
や
環
境
面
で
の
配
慮
に

つ
い
て
も
十
分
反
映
さ
せ
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画

　

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学
の
具
体
像
に
つ
い

て
、
前
述
の
通
り
フ
リ
ー
ド
マ
ン
教
授

を
議
長
と
す
る
評
議
会
に
お
い
て
さ
ら

に
議
論
が
深
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
を
受

け
て
本
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
・
教

育
分
野
や
規
模
、
コ
ス
ト
な
ど
に
つ
い

て
も
、
そ
の
中
で
具
体
的
な
検
討
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
院
大
学
設
置
の
た

め
の
準
備
作
業
に
加
え
て
、
準
備
の
円

滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
先
行
的
事
業
を
平
成
十
五
年
度
か
ら

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
行
的
事
業
は
、
国
内
外
の
科
学
者

や
学
生
を
沖
縄
に
招
聘
し
て
行
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
、
本
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
に
関
係
す
る
卓
越
し
た

科
学
者
の
参
画
を
得
て
行
う
研
究
事
業

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
内
外
の

科
学
者
、
学
生
等
が
最
新
の
研
究
成
果

の
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
、
い

わ
ば
国
際
的
な
学
会
で
あ
り
、
本
大
学

院
大
学
構
想
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
著
名
な
科

学
者
が
講
師
と
な
り
、
大
学
院
レ
ベ
ル

の
学
生
と
、
博
士
課
程
終
了
者
に
対
し

て
講
義
を
行
う
集
中
講
座
で
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時：

二
〇
〇
三
年
十
月
十
六
日（
木
）

〜
十
八
日（
土
）

場
所：

沖
縄
県
名
護
市
「
万
国
津
梁
館
」

タ
イ
ト
ル：

N
e
w
H
o
rizo
n
s
in
M
o
-

le
c
u
la
r
S
c
ie
n
c
e
s
a
n
d
S
y
ste
m
s:

A
n
In
te
g
ra
te
d
A
p
p
ro
a
c
h

（
分
子

科
学
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
新
た
な
展

開：

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

参
加
者：

国
内
外
か
ら
科
学
者
、
学
生

等
約
五
百
名
の
参
加
を
想
定

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時：

二
〇
〇
四
年
三
月
十
四
日
〜
二

十
日
の
一
週
間

場
所：

沖
縄
県
読
谷
村
「
ホ
テ
ル
日
航

4
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ア
リ
ビ
ラ
」

ト
ピ
ッ
ク：

T
h
e
y
e
a
s
t
c
e
ll
a
s
a
-

m
o
d
e
l
o
f
c
e
llu
la
r
in
te
g
ra
tiv
e
-

fu
n
c
tio
n

（
細
胞
の
統
合
的
機
能
に
関

す
る
モ
デ
ル
と
し
て
の
酵
母
細
胞
）

参
加
者：

国
内
外
か
ら
科
学
者（
講
師
）

十
〜
二
十
名
程
度
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の

学
生
（
受
講
生
）
三
十
〜
五
十
名
程
度

の
参
加
を
想
定

　

さ
ら
に
、
研
究
事
業
は
、
将
来
、
本

大
学
院
大
学
に
お
い
て
研
究
・
教
育
活

動
を
行
う
、
あ
る
い
は
本
大
学
院
大
学

と
共
同
で
研
究
等
を
行
う
こ
と
に
関
心

を
有
す
る
国
内
外
の
科
学
者
に
つ
い

て
、
そ
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
研
究
活
動
の
拠
点
は
、
沖
縄
県

具
志
川
市
に
開
設
さ
れ
た
「
沖
縄
健
康

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
本
大
学
院

大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
ス
コ
ー
プ

に
合
っ
た
研
究
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
と
め

　

以
上
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

構
想
に
関
し
て
、
そ
の
概
要
と
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
大
学
院
大
学
の
予
定
地
は
恩
納
村

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
構
想

は
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
機
関

を
沖
縄
に
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖

縄
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
先
端
的

頭
脳
集
積
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果

は
予
定
地
の
み
な
ら
ず
、
科
学
技
術
の

水
準
向
上
や
人
材
育
成
と
い
う
形
で
沖

縄
全
県
に
及
ぶ
も
の
で
す
。
本
大
学
院

大
学
が
実
現
し
た
段
階
に
お
い
て
、
沖

縄
県
の
各
地
で
他
の
機
関
が
行
っ
て
い

る
研
究
開
発
活
動
や
青
少
年
に
対
す
る

科
学
技
術
教
育
活
動
と
の
連
携
の
可
能

性
を
検
討
す
る
な
ど
具
体
的
な
広
域
的

波
及
効
果
の
実
現
に
努
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

内
閣
府
と
し
て
は
、
こ
の
構
想
の
推

進
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

財
政
面
、
制
度
面
を
含
め
て
様
々
な
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
沖
縄
県
民
の
方
々
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決
し
、
実

現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊
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去
る
四
月
二
十
三
日
、
内
閣
府

（
東
京
）
に
お
い
て
、
第
五
回
沖
縄

振
興
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
は
、
去
る
四
月
一
日

付
け
で
任
命
さ
れ
た
十
四
名
の
新
委

員
を
含
む
新
た
な
メ
ン
バ
ー
構
成
の

下
で
の
初
め
て
の
審
議
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
ま
ず
細
田
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
の
ご
挨
拶
の

後
、
会
長
の
互
選
等
が
行
わ
れ
、
新

会
長
に
は
早
稲
田
大
学
総
長
の
白
井

克
彦
氏
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長

が
指
名
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
会

長
代
理
に
は
日
本
大
学
教
授
の
嘉
数

啓
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

総
合
部
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
部

会
長
に
嘉
数
啓
氏
が
、
部
会
委
員
に

は
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

理
事
長
の
赤
嶺
勇
氏
、（
財
）
計
量
計

画
研
究
所
理
事
長
の
黒
川
洸
氏
、
沖

縄
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
の
仲

井
真
弘
多
氏
、
琉
球
大
学
助
教
授
の

藤
田
陽
子
氏
が
会
長
か
ら
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
内
閣
府
に
よ
る
沖
縄
の

現
況
及
び
沖
縄
政
策
の
概
要
等
に
つ

い
て
の
説
明
、
各
委
員
に
よ
る
自
由

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
白
井
会
長

か
ら
、
今
後
、
総
合
部
会
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
沖
縄
振
興
計
画
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
多
面
的
・

多
角
的
な
観
点
か
ら
議
論
を
行
っ
て

い
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
ほ

か
、
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
案
件
が
出
て

き
た
段
階
で
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ

と
の
確
認
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
任
命
さ
れ
た
委
員
を
含
む

審
議
会
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。

氏　　名役　　　職

白 井 克 彦早稲田大学総長会 長

嘉 数　 啓日本大学教授会長代理

稲 嶺 惠 一沖縄県知事委 員

伊良皆　　 吉沖縄県議会議長

翁 長 雄 志沖縄県市長会会長

宮 城 篤 実沖縄県町村会会長

我那覇　生　隆沖縄県市議会議長会会長

大 城 勝 泰沖縄県町村議会議長会会長

赤 嶺　 勇沖縄県農業協同組合代表理事理事長

兼 子　 勲（株）日本航空システム代表取締役社長

黒 川　 清東海大学総合医学研究所長

黒 川　 洸（財）計量計画研究所理事長

郷　 通 子長浜バイオ大学教授

篠 塚 英 子お茶の水女子大学教授・学長補佐

嶋 津　 昭全国知事会事務総長

友 利 敏 子（財）おきなわ女性財団常務理事

仲井真　弘　多沖縄県商工会議所連合会会長

野　中　ともよジャーナリスト

比 嘉 悦 子
（財）沖縄観光コンベンションビューロー

沖縄コンベンションセンター館長

藤 田 陽 子琉球大学助教授



　

Ｉ
Ｄ
Ｂ　
　
　
　
　

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
と
は
中
南
米
地
域
の
開
発
途

上
国
の
経
済
的
・
社
会
的
開
発
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
国
際
開
発
金
融
機
関
で
、
本
部

は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
り
、
米
国
を
は
じ

め
と
す
る
米
州
域
内
の
域
内
国
二
十
八

カ
国
の
ほ
か
、
今
年
、
総
会
が
開
催
さ

れ
た
イ
タ
リ
ア
や
我
が
国
の
よ
う
な
域

外
国
十
八
カ
国
の
四
十
六
カ
加
盟
国
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
一
九

七
六
年
七
月
に
他
の
域
外
国
と
と
も
に

加
盟
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
域
外

国
中
第
一
位
の
出
資
国
と
し
て
積
極
的

な
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会　
　
　

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
は
、
毎
年
一
回
開
催
さ

れ
る
世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
で
あ

り
、
我
が
国
で
も
一
九
九
一
年
に
名
古

屋
市
で
開
催
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
加
盟
国
の
財
務
大
臣
、
中
央
銀

行
総
裁
等
の
政
府
代
表
団
や
国
際
機

関
、
民
間
金
融
機
関
等
の
首
脳
が
一
堂

に
会
し
、
米
州
地
域
の
経
済
開
発
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｄ
Ｂ
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
意
思
決

定
が
な
さ
れ
る
総
会
の
ほ
か
、
並
行
し

て
セ
ミ
ナ
ー
や
多
彩
な
歓
迎
行
事
、
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
多
く
の
協
賛
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
中
南

米
地
域
の
民
間
中
小
企
業
へ
の
投
融
資

に
よ
る
地
域
経
済
の
開
発
促
進
を
目
的

と
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｃ
総
会
も
開
催
さ
れ
、
内

外
合
わ
せ
て
四
千
人
を
上
回
る
参
加
が

あ
り
ま
す
。
今
年
の
ミ
ラ
ノ
総
会
に
お

い
て
も
、
総
会
直
前
の
三
月
二
十
日
に

イ
ラ
ク
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
四
千
人
近
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

開
催
の
意
義　
　
　
　

　

同
総
会
を
我
が
国
で
開
催
す
る
こ
と

は
、
中
南
米
諸
国
に
対
す
る
我
が
国
の

経
済
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
経
済
協
力
に
対
す
る
我
が
国
の

積
極
姿
勢
を
世
界
各
国
に
示
す
絶
好
の

機
会
と
な
る
ほ
か
、
中
南
米
地
域
に
多

6

　

三
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
に
ミ
ラ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
十
四
回
米

州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）
年
次
総
会
・
第
十
八
回
米
州
投
資
公
社
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）
年
次
総
会
に
お
い

て
、
二
〇
〇
五
年
の
第
四
十
六
回
Ｉ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会
・
第
二
十
回
Ｉ
Ｉ
Ｃ
年
次
総
会
の
沖
縄
開
催

（
四
月
十
日
〜
十
二
日
）が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

2003年３月　ＩＤＢミラノ総会

中南米諸国の開発プロジェクトに対する融資

イグレシアスＩＤＢ総裁



く
の
移
民
を
送
り
出
し
て
き
た
沖
縄
県

に
と
っ
て
も
、
中
南
米
地
域
を
援
助
対

象
地
域
と
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の
総
会
を
沖
縄

で
開
催
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も

の
と
い
え
ま
す
。

　

経　

緯　
　
　
　
　

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
二
〇
〇

〇
年
七
月
の
「
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

首
脳
会
合
」
の
成
果
を
踏
ま
え
、
沖
縄

県
の
振
興
発
展
と
国
際
リ
ゾ
ー
ト
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
大

き
な
飛
躍
の
契
機
と
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｄ

Ｂ
総
会
の
沖
縄
県
へ
の
誘
致
に
つ
き
国

に
対
し
て
強
く
要
望
を
行
い
、
こ
れ
を

受
け
て
、
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
の
「
国
際
会
議
等
各
種
会
議
の

沖
縄
開
催
の
推
進
に
つ
い
て
」
閣
議
了

解
を
踏
ま
え
、
宮
沢
蔵
相
が
Ｉ
Ｄ
Ｂ
イ

グ
レ
シ
ア
ス
総
裁
に
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
の
沖

縄
開
催
を
要
請
し
た
ほ
か
、
二
〇
〇
二

年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
・

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
総
会
で
は
、
我
が
国

の
総
務
演
説
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年

の
年
次
総
会
を
沖
縄
県
に
招
致
し
た
い

旨
表
明
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
誘
致

に
向
け
積
極
的
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
に
お
け
る
具
体
的
な
動
き
と
し

て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
、

平
成
二
〇
〇
二
年
五
月
に
沖
縄
総
合
事

務
局
長
を
本
部
長
と
す
る
「
誘
致
準
備

本
部
」
を
設
置
し
た
ほ
か
、
沖
縄
県
に

お
い
て
も
、
知
事
を
会
長
と
し
て
県
及

び
地
元
経
済
界
二
十
八
団
体
で
構
成
す

る
「
沖
縄
誘
致
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
組
み
、
二
〇

〇
二
年
六
月
の
Ｉ
Ｄ
Ｂ
イ
グ
レ
シ
ア
ス

総
裁
が
沖
縄
に
訪
れ
た
際
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
会
場
予
定
施
設
等
の
視
察
に
対
応

し
た
ほ
か
、
二

〇
〇
二
年
十
二

月
に
、
沖
縄
開

催
が
可
能
か
ど

う
か
を
検
討
す

る
た
め
に
来
沖

し
た
Ｉ
Ｄ
Ｂ
調

査
団
に
対
し
て

も
、
会
場
予
定

地
施
設
、
宿
泊

施
設
等
の
調
査

に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
の
取
組
み　
　
　

　

今
回
の
ミ
ラ
ノ
総
会
で
の
二
〇
〇
五

年
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
開
催
決
定
は
、

こ
う
し
た
多
く
の
活
動
や
関
係
者
の
協

力
が
実
を
結
ん
だ
成
果
で
あ
り
、
そ
の

結
果
が
、
大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　

開
催
決
定
を
受
け
て
、
四
月
二
十
五

日
、
関
係
行
政
機
関
に
協
力
を
求
め
る

閣
議
の
了
解
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
会
を
誘
致
す
る

た
め
の
活
動
か
ら
、
総
会
を
実
施
す
る

た
め
の
活
動
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
に
続
く
最
大
規
模
の

国
際
会
議
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
沖
縄
県
を
国
際
交
流
拠
点
と
し
て

の
地
位
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

7
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2002年６月　イグレシアス総裁の来沖

2002年５月　沖縄総合事務局誘致準備本部
の設置

2002年12月　ＩＤＢ調査団による調査



8

ゴ
ー
ヤ
ー
茶
か
ら
お
菓
子
ま
で

　

現
在
の（
有
）水
耕
八
重
岳
は
平
成
二

年
、
ゴ
ー
ヤ
ー
の
水
耕
栽
培
施
設
を
整

備
し
、
渡
久
地
農
園
と
し
て
創
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
夏
場
は
ゴ
ー

ヤ
ー
が
供
給
過
剰
と
な
り
、
青
果
は
市

場
か
ら
あ
ふ
れ
て
廃
棄
処
分
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
販
売
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
四
年
に
他
の
農
家
と

野
菜
生
産
組
合
を
結
成
し
、
付
加
価
値

を
高
め
、
年
間
を
通
し
て
販
売
で
き
る

ゴ
ー
ヤ
ー
茶
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
年
の
十
月
に
有
限
会
社
と
し

て
水
耕
八
重
岳
を
設
立
し
、
ゴ
ー
ヤ
ー

茶
を
特
許
出
願
、
平
成
五
年
三
月
よ
り

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
に
は
、
農
業
構
造
改
善
特

別
対
策
事
業
に
よ
り
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
の
加

工
施
設
を
整
備
し
、
生
産
量
を
大
幅
に

増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　

平
成
八
年
に
は
、
品
質
の
向
上
と
安

定
し
た
生
産
販
売
が
認
め
ら
れ
、
農
林

水
産
省
の
食
品
流
通
局
長
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、（
有
）
水
耕
八
重
岳
で
は
、
通

信
販
売
で
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
以
外
に
も
関
連

商
品
を
多
数
扱
っ
て
お
り
、
最
近
で
は

ゴ
ー
ヤ
ー
の
種
の
入
っ
た
健
康
食
品
や

ゴ
ー
ヤ
ー
青
汁
、
ゴ
ー
ヤ
ー
エ
キ
ス
入

り
の
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ヤ
ー
製
品
の
販
売
を
強

化
す
る
た
め
平
成
十
三
年
に（
有
）ゴ
ー

ヤ
ー
パ
ー
ク
を
設
立
、
加
工
場
の
敷
地

内
に
販
売
施
設
の
他
、
展
示
施
設
も
整

備
し
、
一
般
の
方
に
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

料
理
の
分
野
で
新
発
想

　

赤
マ
ル
ソ
ウ
は
沖
縄
県
内
で
は
言
わ

ず
と
知
れ
た
味
噌
・
醤
油
の
メ
ー
カ
ー

で
す
。
最
近
で
は
、
味
噌
・
醤
油
以
外

の
ゴ
ー
ヤ
ー
や
モ
ズ
ク
な
ど
の
県
産
品

を
使
っ
た
商
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

ゴ
ー
ヤ
ー
関
連
の
商
品
で
は
、
簡
単

に
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
が
作
れ
る

「
ら
く
ち
ん
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー
ゴ
ー
ヤ
ー
」

や
サ
ラ
ダ
な
ど
に
使
う
「
ゴ
ー
ヤ
ー
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

両
製
品
と
も
平
成
十
二
年
度
及
び
十

四
年
度
に
優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
食
品
産
業

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ヤ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開
発
に

当
た
っ
た
「
赤
マ
ル
ソ
ウ
」
の
本
田
常

務
は
、「
ゴ
ー
ヤ
ー
の
保
存
性
を
高
め

る
の
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
主
に
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

販
売
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
の
販
売
も
始
め

た
。
平
成
十
四
年
度
は
約
二
千
ケ
ー
ス

を
販
売
し
た
が
、
十
五
年
度
は
一
万

ケ
ー
ス
を
目
標
に
し
て
い
る
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

今
や
「
ゴ
ー
ヤ
ー
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
全
国
的
に
も
定
着
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
ー
は
昔
か
ら
沖
縄
の
夏
を
代
表
す
る
野
菜
と
し
て
、
ゴ
ー
ヤ
ー

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な
ど
の
料
理
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
野
菜

と
し
て
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
と
な
っ
て
出
回
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
早
く
か
ら
ゴ
ー
ヤ
ー
の
加
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

▲

ゴ
ー
ヤ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
平
成
十
四
年
度

に
食
品
産
業
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

写
真
は
開
発
に
当
た
っ
た
本
田
常
務

▲

渡
久
地
社
長
と
数
々
の
加
工
品

「
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
の
人
気
は
高
く
、
特
に
県
外

か
ら
の
注
文
が
増
え
て
い
ま
す
。
夏
場
以
外

は
供
給
量
が
少
な
い
た
め
、
原
料
確
保
に
苦

労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ゴ
ー
ヤ
ー
を
利
用
し
た
い
ろ
ん
な
商
品
を
開

発
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
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概　

況　

　

最
近
の
管
内
経
済
情
勢
を
み
る
と
、
個
人
消

費
は
、
底
固
く
推
移
し
て
い
る
。
住
宅
建
設

は
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
公
共
事

業
は
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
五

年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
下
回
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

　

観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
企
業
活
動
を
み
る
と
、
生
産

は
一
部
に
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
低
調
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
十
四
年
度

通
期
の
企
業
収
益
は
、
増
益
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
、
十
五
年
度
上
期
に
つ
い
て
も
増
益
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。
企
業
の
景
況
感
は
、
現
状

は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
、
先
行
き
は
「
上
昇
」

超
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
管
内
経
済
は
、
一
部
に
厳
し

さ
は
残
る
も
の
の
、
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し
の
動
き
が
続

い
て
い
る
。

　

個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
大
型
ス
ー

パ
ー
出
店
の
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
主
要
ス
ー

パ
ー
は
新
規
出
店
効
果
や
主
力
の
飲
食
料
品
が

堅
調
な
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
前
年
を
上

回
っ
て
お
り
、
底
固
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

耐
久
消
費
財
で
は
、
家
電
製
品
販
売
は
プ
ラ

ズ
マ
・
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
好
調
な
こ
と
も

あ
っ
て
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
自
動
車
販
売

は
、
新
車
販
売
は
引
き
続
き
小
型
乗
用
車
が
好

調
な
こ
と
か
ら
、
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
ほ

か
、
中
古
車
販
売
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
、
底
固
く
推
移
し

て
い
る
。

　

観
光
を
み
る
と
、
観
光
入
込
客
数
は
、
三
月

ま
で
七
ヶ
月
連
続
月
間
記
録
を
更
新
す
る
な

ど
、
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
、
客
室
単
価
、

客
単
価
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

観
光
関
連
施
設
の
入
場
者
数
は
、
高
水
準
で

あ
る
入
込
み
客
や
、
美
ら
海
水
族
館
の
効
果
か

ら
前
年
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。

　

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着
工
戸
数
で
み
る

と
、
持
家
、
貸
家
等
で
前
年
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
。
新
設
住
宅
の
着
工
床
面
積
も
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
。

　

資
金
別
の
着
工
戸
数
で
は
、
民
間
資
金
、
公

的
資
金
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
を
み
る
と
、
十
五
年
度
は
全
産
業

で
前
年
度
を
下
回
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
共
事
業
を
公
共
工
事
前
払
保
証
請
負
額
で

み
る
と
、
県
、
市
町
村
等
で
前
年
を
下
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
国
等
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

生
産
活
動
を
み
る
と
、
建
設
資
材
関
連
で

は
、
ア
ル
ミ
型
材
、
生
コ
ン
、
棒
鋼
、
セ
メ
ン

ト
と
も
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。　

ま
た
、
食

料
品
で
は
、
発
泡
酒
、
食
肉
加
工
品
、
泡
盛
は

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
ビ
ー
ル
、

パ
ン
・
め
ん
類
が
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動
き
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
低
調
な
動
き

と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
収
益
（
石
油
、
電
気
・
ガ
ス
を
除
く
）

を
み
る
と
、
十
四
年
度
下
期
は
、
製
造
業
で「
減

益
」
と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
大
幅

な
「
増
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業

で
は「
増
益
」見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
四
年
度
通
期
は
、
製
造
業
で
「
減
益
」
と

み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増
益
」
と

み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
増
益
」

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
五
年
度
上
期
は
、
製
造
業
で
「
減
益
」
と

み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増
益
」
と

み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
増
益
」

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
の
景
況
感
を
み
る
と
、
現
状
（
十
五
年

一
〜
三
月
期
）
で
は
、
製
造
業
で
わ
ず
か
に
「
下

降
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造

業
で
「
上
昇
」
超
幅
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
産
業
で
は
「
上
昇
」
超
に
転
じ
て
い
る
。

　

な
お
、
先
行
き
は
、
非
製
造
業
で
「
上
昇
」

超
幅
が
縮
小
す
る
も
の
の
、
製
造
業
で
「
上
昇
」

超
に
転
じ
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
上
昇
」

超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
倒
産
を
み
る
と
、
件
数
は
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
負
債
金
額
は
、
大
型
倒

産
の
影
響
も
あ
り
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
完
全
失
業
率
は
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
こ

こ
へ
き
て
や
や
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

　

有
効
求
人
倍
率
も
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

　

新
規
求
人
数
は
一
月
に
復
帰
後
最
高
を
更
新

し
た
ほ
か
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数
も
増
加
を

続
け
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
件
数
も
増
加
し
て

い
る
。　

　

こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。

　

消
費
者
物
価
を
み
る
と
、
被
服
及
び
履
物
な

ど
多
く
の
費
目
で
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
全
体
で
も
引
き
続
き
弱
含
ん
で
い
る
。

　

金
融
面
を
み
る
と
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金

と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

農
産
品
を
野
菜
・
果
実
の
出
荷
量
、
出
荷
額
で

み
る
と
、
県
外
向
け
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら

全
体
と
し
て
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
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平成15年４月、財務部では管内経済情勢報告を次のとおり取りまとめました。
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沖
縄
は
言
う
ま
で
も
な
く
長
寿
の
島

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
伝
統
的
な
食
生
活

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
沖

縄
県
農
業
試
験
場
及
び
九
州
沖
縄
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
実
施
し
て

い
る
研
究
で
は
、
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

の
み
な
ら
ず
、
沖
縄
県
産
の
食
材
そ
の

も
の
に
人
間
の
体
に
良
い
「
機
能
性
」

が
高
い
こ
と
が
科
学
的
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

料
理
の
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
料

理
を
研
究
し
、
沖
縄
県
民
の
み
な
ら

ず
、
沖
縄
を
訪
れ
る
方
々
へ
お
い
し
い

だ
け
で
な
く
体
に
よ
い
食
事
を
提
供
す

べ
く
、
日
夜
腕
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
三
月
一
日
に
沖
縄

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
一
流
シ
ェ

フ
の
協
力
を
得
て
、
沖
縄
の
食
材
の
特

性
を
活
か
し
た
料
理
の
試
食
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
あ
た
っ
て
、
沖
縄
県
農
業

試
験
場
園
芸
支
場
長
及
び
九
州
沖
縄
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
食
品
機
能
開
発
研
究

室
長
よ
り
、
九
州
沖
縄
農
業
研
究
の
成

果
と
食
材
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
機
能
性
の
高
い
食

材
へ
の
関
心
を
深
め
ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
冒
頭
、
沖
縄
県
農
林

水
産
部
長
、
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
副
総
支
配
人
よ
り
挨
拶
、
沖
縄
県

農
業
試
験
場
長
よ
り
趣
旨
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
機
能
性
に
富
ん
だ
沖

縄
県
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
と
り
い
れ

た
和
洋
折
衷
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
、
食
後

に
は
シ
ェ
フ
を
交
え
て
料
理
の
苦
労

談
、
沖
縄
の
食
材
等
に
つ
い
て
懇
談
を

行
い
、
農
業
技
術
研
究
機
構
西
南
地
域

研
究
担
当
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
に
よ
り

和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
全
面
的
な
支
援
を
受
け
開

催
さ
れ
た
こ
の
会
は
、
ホ
テ
ル
関
係
者

な
ど
に
も
沖
縄
の
農
産
物
の
機
能
性
を�

再
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
沖

縄
県
や
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
成
果
等
を
広
く
情
報
発
信
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

BUSINESS��REPORT

農林
水産部

その３

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー　

　

わ
が
国
の
農
業
技
術
開
発
に
お
け

る
中
核
機
関
で
あ
る
農
業
技
術
研
究

機
構
の
一
員
と
し
て
、
九
州
沖
縄
地

域
の
農
業
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
で

試
験
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
十
二
月
か
ら
名
護
市
に

は
、「
沖
縄
農
業
研
究
官
」
が
駐
在
し

て
い
ま
す
。
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中
小
企
業
は
、
我
が
国
経
済
社
会
の

中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
お
り
、
や

る
気
と
活
力
を
も
っ
て
各
々
の
個
性
を

遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
我
が
国
経
済
活
性
化
に
向

け
た
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
及
び
当
局
を
含
む
各
経

済
産
業
局
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
支

援
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
者
の
持

つ
悩
み
に
対
し
、
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
ず
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
者
の

生
の
声
を
汲
み
取
り
、
的
確
に
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
中
小
企
業
相
談
官

を
配
置
し
、
中
小
企
業
者
の
相
談
等
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
近
年
、
中
小
企
業
者
か
ら
の
相

談
等
は
件
数
の
増
加
と
と
も
に
、
内
容

も
複
雑
化
、
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
る
対
応
が
求
め
ら

れ
る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
経
済
産
業
部
に
お
い
て

は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
を
も
っ

て
、
中
小
企
業
課
の
中
に
室
長
を
配
置

し
た
中
小
企
業
相
談
室
を
新
設
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
な
対
応
が
可

能
な
相
談
体
制
の
強
化
拡
充
を
行
い
ま

し
た
。

　

中
小
企
業
相
談
室
の
業
務
の
対
象

は
、
原
則
と
し
て
中
小
企
業
者
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
中
小
企
業
の

定
義
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
相
談
者

に
対
し
広
く
窓
口
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
中
小
企
業
相
談
室
に
お
い
て

は
次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
相　　
談　　
業　　
務
】

●
中
小
企
業
者
か
ら
の
来
訪
、
文
書
、

電
話
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
相
談
、
問

い
合
わ
せ
等
へ
の
対
応

【
あ
っ
せ
ん
業
務
】

●
中
小
企
業
者
か
ら
の
具
体
的
な
経
営

に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
中
小
企
業
支
援
機
関
へ

あ
っ
せ
ん

【
要
望
事
項
等
の
処
理
業
務
】

●
中
小
企
業
者
か
ら
の
政
策
へ
の
提

言
、
苦
情
、
意
見
の
申
出
、
要
望
等
の

受
理
及
び
処
理

【
そ　

の　
　

他
】

●
中
小
企
業
者
の
持
つ
悩
み
、
問
題
は

極
め
て
多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
的
な
問

題
と
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
必
要
に

応
じ
て
地
域
に
赴
き
、
現
地
に
お
い
て

商
工
会
や
地
方
自
治
体
等
の
出
席
の

下
、「
現
地
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
実
態

の
把
握
、
対
処
す
べ
き
問
題
点
等
を
整

理
し
、
問
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
相
談
室　

電
話
番
号　

０
９
８
（
８
６
６
）０
０
３
１

（
内
線
２
９
２

）

Ｆ　

Ａ　

Ｘ　

０
９
８
（
８
６
０
）３
７
１
０�

BUSINESS��REPORT

経済
産業部

その４
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道
路
の
供
用
と
整
備
効
果　

〜
新
し
い
道
路
の
供
用
に
よ
り
県
民　

生
活
が
便
利
に
な
り
ま
す
〜

「
国
道
五
〇
六
号
豊
見
城
東
道
路
」

「
国
道
五
十
八
号
読
谷
道
路
」

「
国
道
三
二
九
号
石
川
バ
イ
パ
ス
」

��
１　

豊
見
城
東
道
路
の
供
用
に
つ
い
て�

　

那
覇
空
港
自
動
車
道
は
沖
縄
自
動
車

道
（
延
長
五
十
七　

、
昭
和
六
十
二
年

ｋｍ

全
線
供
用
）
と
那
覇
空
港
を
結
ぶ
延
長

約
二
十　

の
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
沖

ｋｍ

縄
自
動
車
道
と
と
も
に
沖
縄
本
島
を
南

北
に
縦
貫
す
る
基
幹
交
通
軸
を
形
成
す

る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

豊
見
城
東
道
路
は
、
一
般
国
道
五
〇

六
号
那
覇
空
港
自
動
車
道
の
一
翼
を
担

う
も
の
で
あ
り
、
豊
見
城
市
字
名
嘉
地

か
ら
南
風
原
町
字
山
川
に
至
る
延
長
約

六
・
二　

の
う
ち
橋
梁
部
が
四
・
三　

、

ｋｍ

ｋｍ

ト
ン
ネ
ル
部
が
一
・
五　

、
土
工
部
が

ｋｍ

〇
・
四　

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
豊
見

ｋｍ

城
東
道
路
は
、
平
成
三
年
度
に
事
業
化

し
、
平
成
五
年
度
に
用
地
買
収
着
手
、

平
成
九
年
三
月
に
工
事
着
手
し
、
鋭
意

事
業
を
推
進
し
、
南
風
原
南
Ｉ
Ｃ
か
ら

豊
見
城
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約
三
・
九　

が
平

ｋｍ

成
十
五
年
四
月
二
十
六
日
に
暫
定
供
用

し
ま
し
た
。
供
用
形
態
と
し
て
は
、
片

側
一
車
線
の
対
面
交
通
で
通
行
料
は
無

料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
供
用

に
よ
り
、
既
に
供
用
中
の
沖
縄
自
動
車

道
及
び
南
風
原
道
路
と
一
体
と
な
っ
て

沖
縄
本
島
北
部
、
中
部
、
南
部
及
び
那

覇
空
港
間
の
定
時
性
・
高
速
性
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
は
も
と

よ
り
、
観
光
及
び
那
覇
市
内
の
通
過
交

通
が
転
換
す
る
こ
と
に
よ
る
那
覇
市
内

の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
那
覇
空
港
か
ら
沖
縄
自
動
車
道
ま

で
の
時
間
短
縮
効
果
や
一
般
国
道
三
二

九
号
の
交
通
事
故
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
更
に
は
中
北
部
か
ら
沖

縄
本
島
南
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
こ
と
か
ら
、
糸
満
市
周
辺
に
点
在
す

る
観
光
地
及
び
現
在
豊
見
城
市
に
お
い

て
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
豊
崎
へ

の
時
間
短
縮
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
周
辺

環
境
へ
の
配
慮
と
雨
天
時
の
交
通
安
全

向
上
の
観
点
か
ら
全
線
排
水
性
舗
装
を

実
施
し
、
走
行
車
両
の
快
適
・
安
全
な

走
行
、
ま
た
、
隣
接
す
る
住
宅
地
へ
の

走
行
車
両
の
通
過
音
の
低
減
を
図
る
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
豊
見
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
那

覇
空
港
南
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
の
早
期
供

用
に
向
け
て
鋭
意
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

BUSINESS��REPORT

開発
建設部

その５

○1
�

那
覇
空
港
か
ら
西
原
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
所
要
時

間
は
五
十
二
分
か
ら
三
十
一
分
へ
二
十
一
分

の
時
間
短
縮
が
見
込
ま
れ
ま
す
。﹇
上
段
﹈

○2
�

豊
見
城
東
道
路
の
供
用
に
よ
る
交
通
の
転

換
に
よ
り
、
国
道
三
二
九
号
の
交
通
量
が
減
少

し
、
那
覇
市
古
波
蔵
付
近
で
発
生
し
て
い
る
八

十
二
件
／
平
成
十
三
年
の
人
身
事
故
が
二
十

件
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。﹇
下
段
﹈

開通式（平成15年４月26日） 至豊見城↓　豊見城ＩＣ付近

↑南風原

図1　平　面　図
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2　

読
谷
道
路
の
供
用
に
つ
い
て�

　

沖
縄
西
海
岸
道
路
は
、
読
谷
村
か
ら

糸
満
市
ま
で
の
約
五
十　

を
結
ぶ
、
地

ｋｍ

域
高
規
格
道
路
で
す
。

　

沖
縄
西
海
岸
道
路
の
一
部
と
な
る
読

谷
道
路
は
、
読
谷
村
親
志
の
国
道
五
十

八
号
か
ら
同
村
古
堅
に
至
る
延
長
六
・

〇　

の
道
路
で
す
。
こ
の
道
路
が
完
成

ｋｍ
す
る
こ
と
に
よ
り
本
島
北
部
と
中
南
部

を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
な
り
、
読
谷

村
、
嘉
手
納
町
の
国
道
五
十
八
号
の
交

通
渋
滞
の
緩
和
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

産
業
、
観
光
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　

読
谷
道
路
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に

事
業
化
し
、
平
成
十
一
年
三
月
に
は
道

路
整
備
の
た
め
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
と

ト
リ
イ
通
信
施
設
の
一
部
が
返
還
さ
れ

鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
（
平
成
十
五
年
四
月
十
六
日
）�

供
用
さ
れ
た
読
谷
道
路
の
暫
定
供
用
区

間
は
、
大
木
地
区
県
道
六
号
線
か
ら
古

堅
地
区
県
道
十
六
号
線
に
至
る
延
長

一
・
三　

で
す
。
本
区
間
の
早
期
供
用

ｋｍ

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
読
谷
村
伊
良
皆

か
ら
嘉
手
納
町
水
釜
ま
で
の
国
道
五
十

八
号
の
渋
滞
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
通
学
児
童
の
交
通
安
全
確

保
の
為
、
暫
定
供
用
区
間
東
側
に
歩
道

を
設
置
し
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

3　

石
川
バ
イ
パ
ス
の
供
用
に
つ
い
て�

　

石
川
バ
イ
パ
ス
は
、
名
護
市
を
起
点

と
し
那
覇
市
ま
で
の
沖
縄
本
島
東
海
岸

の
主
要
都
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
二
九

号
の
う
ち
、
交
通
混
雑
の
著
し
い
石
川

市
街
地
の
交
通
緩
和
を
目
的
に
金
武
町

屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
に
至
る
八
・
二　
ｋｍ

の
四
車
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
事
業
化
し
、
平
成

十
二
年
ま
で
の
間
、
早
期
に
整
備
効
果

を
発
現
さ
せ
る
た
め
に
段
階
的
に
五
・

九　

の
供
用
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ｋｍ

　

平
成
十
五
年
三
月
二
七
日
（
木
）
に

県
道
六
号
線
〜
石
川
市
山
城
間
〇
・
五
、

石
川
市
楚
南
〜
沖
縄
市
後
原
間
一
・
八

　

を
供
用
し
、
暫
定
二
車
線
で
は
あ
り

ｋｍま
す
が
石
川
バ
イ
パ
ス
が
全
線
供
用
と

な
り
ま
し
た
。

石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果

　

石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
後
に
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る

効
果
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
供
用
後
現
道
区
間
の
交
通

量
が
減
少
し
、
バ
イ
パ
ス
に
交
通
が
転

換
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
金
武
町
屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原

間
の
通
過
時
間
も
短
縮
し
て
お
り
、
石

川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。

BUSINESS��REPORT

開通式（平成15年３月27日）

開通式（平成15年４月16日） 平　面　図



　

近
年
に
お
け
る
水
上
レ
ジ
ャ
ー
活
動

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や
余
暇
活
動

の
多
様
化
に
伴
い
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
手
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

様
々
な
小
型
船
舶
が
登
場
し
、
幅
広
い

層
の
人
々
が
参
加
す
る
な
ど
、
小
型
船

舶
を
利
用
し
た
水
上
レ
ジ
ャ
ー
活
動
は

ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
保

有
者
は
約
二
百
七
十
八
万
人
に
達
し
て

お
り
（
平
成
十
三
年
度
末
）、
小
型
船
舶

の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
制
度
の
簡
素
・

合
理
化
を
図
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
図
１
）
他
方
、
小
型
船
舶

に
よ
る
海
難
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平

成
十
二
年
度
末
に
は
二
千
三
百
件
を
超

え
、
小
型
船
舶
の
安
全
対
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
図
２
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
小
型

船
舶
に
係
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

的
確
に
応
え
る
と
と
も
に
、
小
型
船
舶

の
航
行
の
安
全
を
一
層
図
る
た
め
、

「
船
舶
職
員
法
」の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
法
律

の
名
称
も
「
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶

操
縦
者
法
」
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
新

た
な
小
型
船
舶
操
縦
士
制
度
の
お
も
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

概　
　
　

要　
　

１　

免
許
区
分
の
再
編

　

新
し
い
免
許
は
、
現
行
の
１
級
か
ら

５
級
ま
で
の
５
区
分
か
ら
、
ボ
ー
ト
・

ヨ
ッ
ト
用
の
「
１
級
」
、「
２
級
」
と
水

上
オ
ー
ト
バ
イ
用
の
「
特
殊
」
の
３
区

分
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　

１
級
と
２
級
に
は
「
総
ト
ン
数
５
ト
ン

未
満
限
定
」の
区
分
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
２
級
に
は
湖
川
小
馬
力
と
同

様
の
「
湖
川
小
出
力
限
定
」
の
区
分
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を

操
縦
す
る
た
め
に
は
、「
特
殊
」
の
免
許

を
所
有
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
新
１
級
・
２
級
の
免
許
で
は
操
縦
で

き
ま
せ
ん
）
現
行
免
許
と
新
免
許
の
対

比
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
図
３
）

２　

特
定
操
縦
免
許
制
度

　

旅
客
船
や
遊
漁
船
な
ど
人
の
運
送
を

す
る
小
型
船
舶
の
船
長
に
な
ろ
う
と
す

る
方
は
、
通
常
の
試
験
（
小
型
船
舶
操

16
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運輸部

その６

免　　許

ボート・ヨット用
免　許

水上オートバイ用
免　許

１
級
小
型
船
舶
操
縦
士

　　
（
外
洋
免
許
）

２
級
小
型
船
舶
操
縦
士

　　
（
沿
岸
免
許
）

特
殊
小
型
船
舶
操
縦
士
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縦
試
験
）
の
合
格
に
加
え
て
、「
小
型
旅

客
安
全
講
習
」
の
受
講
が
必
要
に
な
り

ま
す
（
新
規
取
得
者
の
み
）。

３　

遵
守
事
項

　

小
型
船
舶
の
船
長
が
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
次
の
と
お
り
規
定

さ
れ
ま
し
た
。

○1
�
　

酒
酔
い
操
縦
の
禁
止

　

飲
酒
や
薬
物
等
の
影
響
に
よ
り
、
注

意
力
や
判
断
力
が
著
し
く
低
下
し
て
い

る
な
ど
、
正
常
な
判
断
が
で
き
な
い
状

態
で
の
操
縦
は
禁
止
で
す
。

○2
�
　

免
許
者
の
自
己
操
縦

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
全
て
の
水
域

で
、
そ
れ
以
外
の
ボ
ー
ト
等
は
港
内
・

航
路
内
を
航
行
す
る
と
き
は
、
免
許
所

有
者
以
外
の
操
縦
が
原
則
禁
止
で
す
。

た
だ
し
、
組
織
運
航
が
前
提
の
漁
船
等

の
事
業
用
小
型
船
舶
や
帆
走
中
の
ヨ
ッ

ト
な
ど
は
除
外
と
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
で
体
験
乗
船
を

行
う
場
合
や
、
試
験
機
関
の
試
験
員
、

指
定
教
習
所
の
実
技
教
員
が
操
船
指
揮

す
る
場
合
、
民
間
ボ
ー
ト
免
許
教
室

等
、
管
理
面
・
安
全
面
等
に
関
す
る
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
確

認
さ
れ
れ
ば
除
外
さ
れ
ま
す
。

○3
�
　

危
険
操
縦
の
禁
止

　

遊
泳
者
の
付
近
に
お
い
て
、
遊
泳
者

と
衝
突
の
危
険
の
あ
る
速
力
で
の
航

行
、
疾
走
、
急
回
転
等
の
操
縦
は
危
険

操
縦
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

○4
�
　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
着
用

　

十
二
才
未
満
の
子
供
や
、
水
上
オ
ー

ト
バ
イ
に
乗
船
す
る
と
き
、
小
型
の
漁

船
で
一
人
で
操
業
す
る
場
合
は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
の
着
用
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
命
綱
又
は
安
全
ベ
ル
ト
を
装
着

す
る
な
ど
適
当
な
措
置
が
さ
れ
て
い
る

場
合
や
、
客
船
に
乗
船
し
て
い
る
者
や

船
室
内
に
い
る
場
合
は
着
用
を
免
除
さ

れ
ま
す
。

○5
�
　

そ
の
他

・
発
航
前
の
検
査
の
実
施

　

発
航
前
に
は
、
航
行
の
安
全
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
燃
料
や
オ
イ
ル

の
量
の
点
検
、
気
象
・
水
路
情
報
等
の

収
集
、
船
体
の
状
態
等
の
検
査
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
見
張
り
の
実
施

　

航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
周

囲
の
水
域
の
状
況
や
他
の
船
舶
の
動
向

等
を
十
分
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
常
時
適
切
な
見
張
り
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
事
故
時
の
対
応

　

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
自
己
に
緊

迫
し
た
危
険
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
人

命
救
助
に
必
要
な
手
段
を
尽
く
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

経　

過　

措　

置　

　

現
在
免
許
を
所
有
し
て
い
る
方
の
取

扱
い
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

17
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「平成１４年度食料品消費モニター

懇談会」を開催

　３月５日「平成１４年度食料品消
費モニター懇談会」が開催されま
した。
　食料品消費モニター制度は「消
費者保護基本法」の趣旨に沿って
設けられたもので食料品の規格及
び表示に関する監視その価格動向
の把握並びに食料品に関する消費
者の意向を把握し、その結果を行
政に反映させるとともに、商品特
性や流通機構、価格形成といった
消費生活に関する正しい知識を広
く消費者に普及することを目的と
しています。
　懇談会は、食料品消費モニター
の一年間の活動を踏まえ、行政へ
のモニターの意見の反映、行政の
動きについてモニターへ情報提供
等を行うことを目的として行われ
るものです。
　当日は、農林水産部の国吉総務
調整官の挨拶の後、当局から「平
成１４年度食料品消費モニター事業
の総括」について説明し、引き続
き、農林水産省総合食料局消費生
活課の古川課長補佐から「農林水
産省における消費者行政」につい
て、農林水産消費技術センター門
司センターの白石係長から「最近
の食品表示の動向」の説明の後、
活発な意見交換が行われました。
　意見交換では、モニターから
「輸入食品の賞味期限や品質」に
関する質問や、食料品消費モニ
ターを一年間行っての感想が寄せ
られ、午前の部を終了しました。
　午後は、沖縄県漁業協同組合連
合会糸満事業部の乾燥もずくの製
造工程を見学し、乾燥もずくの利
用法などの説明を受け、知識を深
めました。

�

「金融庁電子申請・届出システム」

の運用開始

　金融庁及び財務部では、平成15

年３月20日から、国民・企業等から

の様々な申請・届出等をインター

ネットを介して電子的に行うこと

ができる、「金融庁電子申請・届出

システム」の運用を開始しました。

　本システムを利用することによ

り、金融庁又は財務局(沖縄総合

事務局)への申請・届出を行政機関

の窓口に出向くことなく､自宅や

オフィスなどからインターネット

によって行うことが可能となりま

した。

　これは、電子政府構想の一環と

して、国民の利便向上、行政の効

率化を図ることを目的として、行

政手続き、申請・届出等の電子化

を進めるものです。

　今回、オンライン申請等が可能

となった手続きは､金融庁が所管

する手続きの一部のみとなってお

りますが、残りの手続きについて

も､今後、開発を進め、環境が整っ

た手続きから順次運用を開始する

予定です。

　また､結果通知公文書の発行に

ついても､｢電子署名｣を付すこと

により、電子的に行うことができ

るようになります。（電子署名の

付与については､今後運用開始の

予定です。）

　本システムの詳細については、

財務部ホームページ

（http://ogb.go.jp/okizaimu/）を

参照してください。�

市町村支援事業検討会議について

　

　駐留軍用地返還跡地の利用は、

沖縄の振興にとって極めて重要な

課題であることから、沖縄総合事

務局では、市町村の跡地利用の促

進及び円滑化を図るため、市町村

の跡地利用に関する課題の解決及

び跡地利用計画の策定等について

支援（アドバイザー派遣事業等）

を行っています。

　平成１４年９月３日に、第１回市

町村支援事業検討会議が行われ、

平成１４年度のアドバイザー派遣市

町村には那覇市及び金武町が、ま

た重点課題検討調査地区には沖縄

市・北中城村のライカム（ロウワー

プラザ）地区に決まりました。

平成１５年３月１４日に第２回検討会

議が行われ、平成１４年度の支援事

業の成果等についての報告がなさ

れました。

　那覇港湾施設については、中南

部圏構想での位置付けを明確化す

ること、金武町については、行政

内体制、行政の事業推進に対して

継続的なアドバイザー派遣が必要

である旨の報告がありました。

　重点地区については、地権者及

び行政が市村一体となって進めて

いく基本合意がなされました。

　なお、市町村支援事業に関係

する取り組みの成果は沖縄総合事

務局のホームページで紹介してい

きます。

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農 林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林 水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水 産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部農林水産部 財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財 務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部財　務　部 総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総 務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部総　務　部

電子申請・届出とは?　────
従来の申請・届出等は、行政窓口へ申請
書類を郵送するか持参して提出する必
要がありましたが、電子申請・届出シス
テムを利用すれば、従来の窓口申請に加
えて、ワープロ等により作成した申請書
類を電子データのままで自宅や職場か
らインターネットを利用して申請・届出
することが可能となります。
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インバウンド・セミナーの開催

　わが国の国際観光は、2001年

の日本人の海外旅行者数が約

1,600万人（世界第10位）である

のに対し、日本を訪れる外国人旅

行者数は約470万人（世界第35

位）にとどまっており、著しく不

均衡な交流となっています。この

結果、観光に関する国際収支につ

いても約3.5兆円もの赤字となっ

ています。わが国ではこれまで日

本人の海外旅行が中心となってい

ましたが、今後は政府として、外

国人旅行者の訪日を促進する「グ

ローバル観光戦略」を策定し、ビ

ジット・ジャパン・キャンペーン

を展開することとしております。

　その一環として、沖縄において

も３月２８日にインバウンド・セミ

ナーを開催しました。当日は、静

岡精華短期大学国際文化学科佐藤

博康助教授が、「外国人旅行者の

接遇応対に当たっての基本的心

得」を中心にご講演され、さらに

特別講演として作家の嵐山光三郎

氏が、豊富な国内外の旅行体験

（沖縄の訪問回数も多い）を基に、

「これからの沖縄観光と国際性」

についてご講演されました。この

セミナーには、県内観光関係者約

100名が参加され、熱気ある講演

会となりました。

�

公共交通機関利用促進検討委員会

の報告

　沖縄における道路交通の状況
は、那覇市を中心とした都市部や
名護市、沖縄市等の地域を中心に
激しい交通渋滞が発生しており、
東京、大阪等に次ぐ深刻な状況に
あります。
　これらの対策として長年に亘り
道路の新設、改良が進められてき
ましたが、増え続ける自動車交通
量に対して、多額の費用と長い時
間を要する道路整備だけで根本的
な渋滞緩和を行うことには限界が
あり、道路整備と合わせて公共交
通の利便性を向上させ、自家用車
から公共交通へ利用転換の促進を
図ることが不可欠となっていま
す。
　以上のような背景の下、具体的
な実施方策について促進計画案の
提案を目的として、平成１５年１月
「交通渋滞緩和のための公共交通
機関利用促進策に関する検討委員
会」を設置し、検討を行った結果
以下のとおり公共交通機関利用促
進計画案を取りまとめましたので
報告します。
【検討した促進策：具体的な施策
メニュー】
○高速バスの利用促進策：高速バ
ス停のP&BR駐車場設置、高速バ
ス・路線バス乗り継ぎ改善、那覇
IC̃都心部の経路改善、高速バス
停施設のグレードアップ等
○路線バス・モノレールの利用促
進施策�：バス幹線の整備、P&BR
駐車場の設置、バス乗り継ぎの改
善、モノレール乗り継ぎの改善、
バス停のグレードアップ
○公共交通ﾈｯﾄﾜｰｸ全体の改善施
策：バス運行体系の改善、情報提
供、ICカード導入等
��今後、実行可能な施策を実施す
ると伴に関係機関による計画の推
進体制、施策実施後のフォロー
アップ体制等について、検討を行
うことが必要としています。

「発明の日子どもフェア」開催

　経済産業部では、発明の日の４

月19日、県民広場にて、小中学生

を対象に「物づくり」をテーマと

した「発明の日子どもフェア」を

開催しました。　

　今回は、青少年の早い段階から

特許等制度を身近に感じてもらお

うと従来になく工夫を凝らしたも

のとなり、「めだかキャッチャー」

など、面白い作品を親子で作る

「親子実験・工作教室」や、家電

製品をバラバラにし、機械の仕組

みを知る「バラバラ教室」、段ボー

ルとモーターで作ったワンロード

カーによる競技会、さらに、沖縄

のタレントによる面白コントを披

露するなどバラエティに富み、幅

広い層の参加者で盛り上がりまし

た。

　また、飛び入りで、沖縄工業高

校の生徒によるアイスクリーム作

りや、実験ショーにより、高校生と

小中学生との交流も行われました。

　特に、今回の目玉となったワン

ロードカーの競技会には、約30名が

エントリーしましたが、それぞれ

が創意工夫を凝らし作成された作

品に、観客の注目が集まりました。

　今回のフェアでは、子ども達が

目を輝かせながら作品を作った

り、家電製品を分解している姿が

見られ、物づくりの楽しさ、創意

工夫することの素晴らしさを知る

きっかけになったのではないで

しょうか。

　今後も、このような催しを開催

し、子ども達の可能性を延ばせる

ような機会を提供して行きたいと

思います。
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内
閣
府
か
ら
「
沖
縄
復
帰
三
十
周
年

記
念
写
真
集
〜
雄
飛
す
る
沖
縄
」
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
中
で
は
、
空
港
や
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
ぶ
り
を
報

告
、
そ
し
て
観
光
や
情
報
通
信
施
設
な

ど
沖
縄
の
特
性
を
活
か
す
取
り
組
み
を

写
真
で
わ
か
り
や
す
く
示
し
て
く
れ

る
。
た
だ
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら

感
じ
た
の
は
、
ほ
か
の
県
と
あ
ま
り
か

わ
ら
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

政
府
・
国
に
と
っ
て
沖
縄
は
様
々
な
意

味
で
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
だ
か
ら
沖

縄
総
合
事
務
局
も
あ
る
。
な
の
に
写
真

集
で
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
色
が

目
立
つ
。
沖
縄
の
鮮
や
か
な
色
彩
が
少

な
い
の
だ
。
テ
レ
ビ
で
働
く
身
と
し
て

は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
気
に
な
る
。

　

こ
の
稿
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

書
い
て
い
る
。
こ
と
し
も
沖
縄
自
動
車

道
の
許
田
イ
ン
タ
ー
が
渋
滞
し
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た
。

「
も
う
南
部
・
中
部
に
は
き
れ
い
な

ビ
ー
チ
が
あ
ま
り
な
い
か
ら
仕
方
な
く

や
ん
ば
る
に
行
く
。
子
供
た
ち
に
沖
縄

の
海
は
み
ん
な
こ
ん
な
だ
っ
た
ん
だ

よ
ー
、
と
教
え
る
」
と
い
う
の
だ
。
県

外
か
ら
来
る
観
光
客
に
聞
い
て
も
、
人

工
ビ
ー
チ
で
泳
ぎ
た
い
と
は
思
わ
な
い

と
い
う
。
写
真
集
か
ら
受
け
る
印
象

は
、
や
は
り
こ
の
「
埋
め
て
い
く
＝
均

（
な
ら
）
し
て
い
く
」
営
み
な
の
だ
と

思
う
。
沖
縄
だ
け
で
な
い
、
日
本
中
で

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
行
わ
れ
た
結
果

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
営
み
が
な
い

と
潤
わ
な
い
、
追
い
つ
け
な
い
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
、
島
々

の
各
地
で
目
に
し
た
。
多
良
間
の
八
月

踊
り
で
は
緑
の
木
陰
と
赤
・
黄
色
の
衣

装
を
。
黒
島
の
豊
年
祭
で
は
青
い
海
と

青
年
の
白
い
衣
装
を
。
平
安
座
サ
ン

グ
ヮ
チ
ャ
ー
で
は
大
き
な
は
り
ぼ
て
の

魚
の
金
色
を
。
与
那
国
の
豊
年
祭
で
は

ド
ゥ
タ
テ
ィ
の
襟
の
黒
さ
を
。
知
念
の

浜
エ
ー
グ
ト
で
は
豚
の
赤
い
血
の
い
ろ

を
。
海
や
山
の
ま
つ
り
や
風
景
を
撮
影

し
て
い
て
、
被
写
体
の
バ
ッ
ク
に
巨
大

な
護
岸
や
工
事
現
場
が
写
り
込
ん
で
し

ま
う
の
は
な
ぁ
、
と
感
じ
て
し
ま
う
。

　

沖
縄
の
、
こ
の
鮮
や
か
な
印
象
と
写

真
集
か
ら
受
け
る
印
象
の
間
に
あ
る
現

実
を
、
自
分
の
中
で
整
理
す
る
こ
と
が

ま
だ
で
き
な
い
。
あ
る
沖
縄
の
芸
能
に

携
わ
る
人
が
「
先
人
が
の
こ
し
て
く
れ

た
遺
産
に
甘
え
て
い
る
と
思
う
」
と

言
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
古
典
を
は
じ

め
、
数
々
の

歌
や
踊
り
の

形
が
ち
ゃ
ん

と
伝
え
ら
れ

て

い

て

良

か
っ
た
と
い

う
文
脈
だ
っ

た

し
、「
甘

え
て
い
る
」

と
は
言
い
過

ぎ
か
と
も
思

う
が
、
感
覚

と
し
て
は
ス

ト
ン
と
腑
に

落
ち
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
言
葉
は
悪

い
が
、
食
い
つ
ぶ
し
て
い
る
、
切
り
売

り
し
て
い
る
気
が
す
る
。
沖
縄
は
、
発

展
の
仕
方
が
ち
が
っ
て
い
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
…
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
、
本

土
か
ら
、
し
か
も
、
あ
と
か
ら
来
た
者

の
思
う
こ
と
で
あ
る
し
、
基
地
の
問
題

が
依
然
と
し
て
あ
る
。

　

わ
た
し
の
周
り
に
い
る
沖
縄
の
若
い

人
の
あ
い
だ
で
、
三
線
を
習
い
始
め
た

り
、
焼
き
物
を
始
め
た
り
す
る
人
が
、

最
近
続
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
深
く

考
え
ず
に
食
べ
て
い
た
沖
縄
独
特
の
食

材
に
関
心
を
持
ち
、
勉
強
を
始
め
た
人

も
知
っ
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
は
文
化

の
時
代
な
の
で
、
世
界
遺
産
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
た
い
」
と
、
稲
嶺
知
事

は
復
帰
三
十
一
年
を
迎
え
た
所
感
を
述

べ
て
い
た
。
私
た
ち
の
復
帰
企
画
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
こ
た
え
て
く
れ
た
一
人
芝

居
の
藤
木
勇
人
さ
ん
は
「
今
の
沖
縄
の

人
は
、
少
し
ず
つ
精
神
的
な
自
立
や
自

信
を
回
復
し
て
き
て
い
る
と
思
う
し
、

自
分
も
そ
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
姿
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

沖
縄
も
日
本
も
変
わ
っ
て
い
け
ば
と
思

う
」
と
遠
慮
が
ち
に
、
で
も
自
信
を

持
っ
て
話
し
て
い
た
。

　

「
復
帰
四
十
周
年
記
念
写
真
集
」が
も

し
世
に
出
る
な
ら
、
開
業
し
た
ゆ
い

レ
ー
ル
や
国
立
劇
場
お
き
な
わ
、
そ
し

て
大
学
院
大
学
の
写
真
な
ど
が
載
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
に
は
加
え
て
、
先
人
の
遺

産
を
伝
え
、
発
展
さ
せ
た
、
ほ
か
に
は

な
い
鮮
や
か
な
色
の
「
沖
縄
の
営
み
」

が
記
さ
れ
て
ほ
し
い
。
そ
う
な
れ
ば
、

今
回
の
写
真
集
に
は
少
な
い「
人
の
姿
」

も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

＊　
　

＊　
　

＊



幹 部 の 就 任

　
霜
上
民
生
　
前
次
長
の
転
任
に
伴

い
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
付
け
で

沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
に
山
口
修
氏

が
就
任
し
た
。

　
昭
和
四
十
八
年
九
州
大
学
工
学
部

水
工
土
木
工
学
科
卒
業
、
昭
和
五
十

年
九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

終
了
。同
年
建
設
省
入
省
、平
成
四
年

建
設
省
河
川
局
開
発
課
建
設
専
門
官
、

平
成
六
年
建
設
省
四
国
地
方
建
設

局
徳
島
工
事
事
務
所
長
、
平
成
九
年

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
企
画

部
長
、
平
成
十
二
年
静
岡
県
土
木

部
長
、
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
付
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

　
　
　
　
長
崎
県
出
身
　
五
十
三
歳

沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
に

山　
口
　　
修
�氏

や
ま

ぐ
ち

お
さ
む

　総務部に�情報管理官が設置されました。

　情報管理官は、沖縄総合事務局の行政情報化の推進にかかる業務に

関する企画、立案及び関係行政機関等との総合調整等に関する事務を

行います。

　
　農林水産部に首席企画指導官が設置されました。

　首席企画指導官は、農林水産部の所掌事務に関し農林水産部長が指

定する専門の事項についての企画、連絡調整及び指導に関する事務を

行います。

　
　開発建設部に流域調整室及び収用認定調整官が設置されました。

　流域調整室は、河川事業等の事務のうち、補助事業に係る事務、管

理ダムの維持及び修繕その他の管理の実施等に関すること、水に関す

る情報収集及び発信並びに水防に関する事務を行います。

　収用認定調整官は、土地収用法に基づく事業の認定に関する処分に

係る事務を行います。

平成15年４月１日付けで沖縄総合事務局組織規則の一部が改正されました。
主な変更内容は次のとおりです。
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